


















































































































































































「むめのはな それとも見えす ひさかたの あまきる雪の
なへてふれれは（『拾遺和歌集』巻第１・春・12・人麿
作）」、「梓弓 いそへの小松 たか世にか よろつ代かねて
たねをまきけん（『古今和歌集』巻第17・雑歌上・907・








































































































































































































































































































































































































































































茎』第12号 古筆学研究所 1992年３月 67頁。


















































































太子は「しなてるや 片岡山の 飯に飢えて 臥（こや）せる
旅人 あはれ親なし」と詠んで尋ねると、「いかるかや とみ





























































丸尚蔵館展覧会図録 No.39』宮内庁 2005年 50頁。
図９ 栃木県立博物館企画・編集『祈りのすがた─下野の仏画
─』栃木県立博物館友の会 2005年 74頁。
図11、13 財団法人禅文化研究所編『ダルマ・達磨・だるま展』
1988年。
図12 センチュリー文化財団編、発行『寛永の三筆をめぐって』
1987年。
謝辞
本稿は2011年３月に筑波大学に提出した博士論文の一
部の内容に加筆、修正したものです。執筆に当たり、査
読委員の先生方より懇切丁寧なるご指導を賜りました。
また、作品調査、図版掲載に関しては、静岡県立中央図
書館廏橋健二先生よりご高配を賜りました。末筆ながら
ここに記して感謝を申し上げます。
（なかむら れい）
34 小野通女と公家との交流について

